
資料－３

自律移動支援プロジェクトの
これまでの取組



・官主導による運営
・官民の役割を分担した運用(一部)

・官主導による運営・官主導による運営・官主導による運営実験運営体制

目標運用体制

・ucode・ucode・ucode・ucode

・ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾐｭﾆｹｰﾀ
・カメラ付携帯電話
・電波マーカ読取機能付携帯電話

・ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾐｭﾆｹｰﾀ
・カメラ付携帯電話

・ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾐｭﾆｹｰﾀ・ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾐｭﾆｹｰﾀ

技 術
位置特定ｲﾝﾌﾗ

携帯端末

場所情報ｺｰﾄﾞ

・利用者属性に応じた情報提供方法、
項目の検証

・歩行空間ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｰﾀの活用
・携帯電話の活用

・利用者属性に応じた情報提供方法、
項目の検証

・携帯電話の活用
・観光・商業案内への活用を展開

・利用者属性に応じた情報提供方法、
項目の検証

・システムの稼動性等検証

・室内でのデモンストレーションによ
る、サービス提供イメージ共有

・民間提案の位置特定インフラの性
能検証

実験内容等

・現在地案内 ・施設情報提供
・経路探索 ・移動案内
・観光情報提供

・現在地案内 ・施設情報提供
・移動案内 ・観光情報提供
・サービス定義（案）に基づくサービス提供

・現在地案内 ・施設情報提供
・移動案内

・現在地案内 ・施設情報提供
・移動案内

室内に構築した仮想的な
空間でのサービス提供

提供ｻｰﾋﾞｽ

基本ｺﾝｾﾌﾟﾄ

・平成21年度以降の定常的なサー
ビス提供

・平成22年度の実用化を目指す（一
部サービスは平成20年度）

・平成22年度の実用化を目指す
（IT新改革戦略）

・10年後のシステムの定着目標年度

・携帯電話へのGPS機能搭載義務
化

・ｴﾘｱ内緊急速報の提供開始

・携帯電話加入契約数(年度末）:1億272万台

・ワンセグ携帯登場
・第2世代モバイルFelica ICタグによ
る情報提供開始

・携帯電話対応RFIDﾀｸﾞﾘｰﾀﾞ開発
・携帯電話加入契約数(年度末）: 9,671万台

・公共交通遅延情報を加えたナビ
ゲーション開始

・携帯電話加入契約数(年度末）: 9,179万台

・おサイフケータイ（モバイルFelica ICチッ

プ）を用いた情報提供開始

・携帯電話加入契約数(年度末）: 8,699万台

・ICタグ（舗装に埋設、ｼｰﾙ・ﾊﾟﾈﾙ）

・電波マーカ
・赤外線マーカ
・QRコードタグ

・ICタグ（舗装に埋設、ｼｰﾙ・ﾊﾟﾈﾙ）

・電波マーカ
・赤外線マーカ
・QRコードタグ

・ICタグ（舗装に埋設、ｼｰﾙ・ﾊﾟﾈﾙ）

・電波マーカ
・赤外線マーカ
・GPS

・ICタグ
・電波マーカ
・赤外線マーカ 等15機種

民間の

技術動向

・平成21年度以降の定常的なサー
ビス提供に向けた、提供可能な
サービスの見直し、官民の役割分
担等を検討

・意欲ある地方公共団体との連携に
より試験的運用を推進

・歩道等サービスを提供する環境下
におけるシステムの稼働性や位置
特定ｲﾝﾌﾗの利用特性の確認

・プロジェクトのコンセプトを設定、周
知

・システムを構成する要素技術の検
証

実施テーマ

平成19年度平成18年度平成17年度平成16年度

・定常的なサービス提供に向けた、
官民の役割分担条件の整理

・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ成果の評価、取りまとめ

・官民役割分担での継続的運用

・ｻｰﾋﾞｽ定義の明確化

・歩行空間ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｰﾀ仕様の作成

・ロードマップの設定

・実用化時の運用面、制度面の課題
整理

・携帯電話の活用

・ロードマップの設定

・歩道等サービスを提供する環境下
におけるｼｽﾃﾑの稼動性、位置特
定ｲﾝﾌﾗの利用特性の検証

・利用者属性に応じた情報提供方
法・項目等の把握

・ロードマップの設定

課 題

・サービスの段階的実現の整理及びサー
ビス内容案を作成

・官民連携運用モデル（案）を作成し、官
民役割分担による実験方針を整理

・位置特定インフラ機器仕様（案）の改訂

・歩行空間ネットワークデータ仕様（案）の
作成

・利用者属性に応じた情報提供方法、項
目の確認

・ｾｷｭﾘﾃｨﾎﾟﾘｼｰｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを作成

・技術仕様書（案）を改訂
・観光・商業案内としての有効性を確認

・実空間での稼働性、利用特性を確認

⇒技術仕様書（案）を作成

・利用者属性に応じた情報提供方法、項
目の確認
⇒サービス定義（案）を作成

・携帯端末に対する改良事項の確認

・移動案内等のサービスに対する
ニーズを確認

・位置特定インフラの実用可能性を
確認

成 果

・参加民間企業等と調整中

・ucode

・現在位置案内・施設情報提供
・経路検索 ・移動案内
・注意喚起 ・緊急情報
（サービス内容案に規定）

・平成21年度以降の定常的なサー
ビス提供、サービス向上、インフ
ラ整備地域の拡大に向けた取組

・参加民間企業等と調整中

・ICタグ（舗装に埋設、ｼｰﾙ・ﾊﾟﾈﾙ）

・電波マーカ ・赤外線マーカ
・QRコードタグ ・IMES
・蛍光灯照明器具
（位置特定ｲﾝﾌﾗ機器仕様（案）に規定）
（歩行空間ﾈｯﾄﾜｰｸﾃﾞｰﾀを活用）

・官民の役割を分担した運用
（官民連携運用モデル（案） をベース）

・平成21年度以降の定常的なサー
ビス提供に向け、官民の役割を
分担した運用を実施

平成20年度

｢移動経路｣ ｢交通手段｣ ｢目的地｣などの情報について、 ｢いつでも、どこでも、だれでも｣アクセスできるユビキタスな環境を構築し、誰もが持てる力を発揮し、支え合っ

てつくる｢ユニバーサル社会｣の実現
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官民の役割を分担した運用

自律移動支援プロジェクト これまでの取組について



サービス内容案の作成
「平成２０年度に実現を目指すサービス」について、「サービスの概要」、「情報提供の対象と情
報提供の内容」、「情報が提供されるタイミング」、「情報提供手法」などを記載

障害者を主たるメンバーとするサービスサブワーキンググループにおいて、利用者の視
点から議論し、民間企業等の意見も踏まえサービスを評価

大分類 小分類

現在位置案内
・現在位置の表示

・現在位置のランドマークを基準とした案内

施設情報提供

・目的施設の情報提供

・身障者が利用可能な公共性の高い施設情報提供

・身障者が利用可能な目的施設の情報提供

経路探索

・２点間の最短経路を探索

・公共交通機関を含む最短経路探索

・経路属性を考慮した障害者が通行可能なバリアフリー経路探索

・車いすでの電車・バスの乗車の可否を反映した経路探索

移動案内

・分岐点や曲がり角における移動経路案内

・変更の可能性がない（低い）バス停、乗車ホーム等の案内

・自動ドア、ドア、エレベータ等、操作・行動が必要な箇所で適切な行動の仕方を案内

・誤った交差点を曲がる等、案内経路から逸れた場合における適切経路の移動案内

注意喚起 ・経路上に固定された地物が存在する場合の注意喚起

緊急情報 ・最寄の避難場所の情報提供

平成２０年度に実現を目指すサービス
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自律移動支援プロジェクト 平成１９年度の主な取組【サービス】



官民連携運用モデル（案）の策定

国・地方公共団体等の公的主体は、ＩＣタグ等の位置特定インフラの整備やバリア情報を含む
歩行空間ネットワークデータの整備・提供を実施。

民間企業等の様々な主体は、それらを活用して各種サービスを提供。

官民連携運用モデル（案）の実証実験計画方針の整理

公募した民間企業等で構成される継続運用サブワーキンググループにおいて検討

実験実施主体（国等）が整備するインフラ
○位置特定インフラ（電波マーカ、ＩＣタグ等）
○歩行空間ネットワークデータ

民間企業等の様々な主体

サービス提供

利用者

インフラ活用

実験実施主体 応募者

1．実験計画の策定（実施方針、検証項目、
運営計画等）

◎

2．位置特定インフラの設置 ◎
○

3．歩行空間ネットワークデータ、公共交通

に関するデータ、身障者が利用可能な
施設情報の作成

◎
○

4．システム、アプリケーションの開発 ◎

5．携帯端末の提供 ○ ◎

6．実験期間中のサーバ構築・運用 ◎

7．実験の運営（広報、利用者の実験参加、
アンケート調査等）

◎

8．検証項目に基づく検証・考察 ◎ ◎

方式の提案が
可能

利用可能なもの
を保有の場合

端末の
レンタル

「◎」は中心となって実施するもの 「○」は一部実施するもの

官民連携運用モデル（案）の実証実験計画方針
－ 実験実施主体（国・地方公共団体）と応募者（民間企業等）の役割分担 －
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自律移動支援プロジェクト 平成１９年度の主な取組【継続運用】



位置特定インフラ機器仕様（案）の改訂

技術的な要件、発注仕様としての妥当性、設置・保守の課題の観点から検討

位置特定インフラ機器設置・保守基準（案）の改訂

引き続きデータを収集し、検討

公募した民間企業等で構成される位置特定インフラサブワーキンググループにおいて検討

実証実験における位置特定インフラの候補

①① 実証実験において使用実績があるもの。実証実験において使用実績があるもの。
かつ、位置特定インフラとしての機能かつ、位置特定インフラとしての機能
を有しているもの。を有しているもの。

②② 自律移動支援プロジェクト実証実験に自律移動支援プロジェクト実証実験に
おいて使用実績はないが、他の実験等おいて使用実績はないが、他の実験等
で経路案内を実施した実績があり、製で経路案内を実施した実績があり、製
品化の目処も立っているもの。品化の目処も立っているもの。

③③ 実験レベルのもの、ないしは経路案内実験レベルのもの、ないしは経路案内
の実績がない機器であるが、位置特定の実績がない機器であるが、位置特定
インフラとしての可能性は認められるインフラとしての可能性は認められる
もの。今後の動向を注視していくもの。もの。今後の動向を注視していくもの。
また、実証実験において使用された実また、実証実験において使用された実
績はあるが、技術的な開発を必要とす績はあるが、技術的な開発を必要とす
るもの。るもの。

BluetoothBluetooth ZigBeeZigBee

特定小電力無線マーカ特定小電力無線マーカ 赤外線マーカ（IrDA、IrSimple）赤外線マーカ（IrDA、IrSimple）

GPS地上補完システム（IMES）GPS地上補完システム（IMES）

蛍光灯照明器具による位置情報提供システム蛍光灯照明器具による位置情報提供システム

方向と距離の測定機能を有する電波マーカ方向と距離の測定機能を有する電波マーカ

微弱無線タグ微弱無線タグ

位置特定インフラ仕様（案）に反映させる位置特定インフラの候補位置特定インフラ仕様（案）に反映させる位置特定インフラの候補

今後の開発動向に期待し、注視していく機器今後の開発動向に期待し、注視していく機器

UWB無線測位システムUWB無線測位システム

ICタグ（ICタグ付誘導用ブロック）ICタグ（ICタグ付誘導用ブロック） QRコードタグQRコードタグ
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自律移動支援プロジェクト 平成１９年度の主な取組【位置特定インフラ】



歩行空間ネットワークデータ仕様（案）の策定

自律移動支援プロジェクトのサービス実現に必要となる歩行経路のバリア情報について、
作成・交換を円滑に行うことを目的として、歩行空間ネットワークデータの内容・構造・形式に関す
る仕様（案）を策定

公募した民間企業等で構成される経路データ仕様サブワーキンググループにおいて検討

歩行空間ネットワークデータのイメージ
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【経路（リンク）の属性】
・段差
・有効幅員
・供用時間
・縦断勾配 等

結節点（ノード）

経路（リンク）

凡 例

【ノードの属性】
・緯度経度
・階層 等

自律移動支援プロジェクト 平成１９年度の主な取組【経路データ】



平成２０年度の自律移動支援プロジェクト実施体制・全体とりまとめ体制

評価委員会

①実証実験の検証項目に対する助言

②自律移動支援プロジェクトの

全体評価に関する提言

③システムの確立に向けた課題に関する提言

技術検討会議

①技術仕様書（案）に対する助言

②技術的課題への対応に対する助言

③特許、国際標準への対応に対する助言

・検証項目・方法の検討
・技術動向調査、特許調査
・情報セキュリティガイドラインのとりまとめ
・各地の実証実験成果のとりまとめ
・自律移動支援プロジェクト全体成果のとりまとめ

・実証実験の実施

・実験成果のとりまとめ

・定常運用体制の確立検討

・課題の整理

実験実施主体

参加民間企業等

地区協議会

助言助言

技術的課題技術的課題
既存仕様既存仕様

技術等調査結果技術等調査結果

検証項目・方法等検証項目・方法等

検証項目・方法検証項目・方法
実験結果実験結果

プロジェクト成果プロジェクト成果

実験結果実験結果

助言・提言助言・提言 国土交通本省・国土技術政策総合研究所
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各実験実施地区

平成２０年度は、民間企業等の参画を想定して、全国５箇所で実証実験を実施し、平成２１
年度以降の定常的サービス提供を目指すとともに、これまでの成果や課題を取りまとめ、プ
ロジェクト全体の評価を行うこととしている。



平成２０年度のスケジュール

参加
民間企業等

実験実施主体

地区協議会

国土交通省

技術検討会議

評価委員会

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月

●評価委員会
・検証項目・方法への助言

●評価委員会
・実験地視察
・プロジェクトの
全体評価に
関する意見交換

●評価委員会
・プロジェクトの全体評価
に関する提言

・システムの確立に向けた
課題に対する提言

検証項目・方法の検討

検
証
作
業

実証
実験●参加民間企業

の公募開始
●企業選定

●協議会
・定常運用体制の確立
・課題への対応案の検討

実験準備、課題の整理 実験準備 サービス提供
課題抽出

課題整理

実験運営
アンケート実施

実験準備

実証実験の
とりまとめ

技術的課題整理
★プロジェクト
全体成果の公表プロジェクト成果の

とりまとめ
●

●対応 ●対応●

技術的課題整理

実験内容の確定
検証項目の設定

実験準備、課題の整理

●協議会
・実験内容、検証項目の確認
・アンケート内容の確認
・準備時における課題整理
・定常運用体制の検討

●技術検討会議
・技術仕様の取りまとめにおける方針に対する助言
・技術的課題への対応に対する助言
・特許等知的財産権等に関する

対応方針に対する助言

課題整理
実験結果整理

H20成果の全体整理

●技術検討会議
・技術仕様書（案）に

対する助言

・技術的課題への対応に
対する助言

●

●

運用体制
の修正

●
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リスク等の評価、管理方法の検討 情報セキュリティガイドラインのとりまとめ


